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支援するシステムであるが， (1)与えられた項書き換え系のChure h ← Rosser'性や有限停止性を前提と










告されていな L、。そこで本論文の第 2 章では，代数的に記述されたハイレベルデータリンク制御 (HD
一 400-












乙の記述が公理系として H 矛盾なく"且つ H 不促なく"書かれていることを示すと共に，この記述にお




本論文は代数的仕様記述の検証に関する研究を 2 章にまとめたものである。第 1 章では，著者が中心
となって設計，作成した検証支援系について述べられている。主として項書き換え系上での検証を支援
するシステムであるが，項書き換え系が有限停止性をもつための十分条件の判定機能， Knuth-Bendix 
の完全化法を利用者が適宜介入して効果的に実行する機能，プレスフ、、ルカー一文の真偽判定機能等をもち，
検証例についてこれらの機能が如何に有効であったかが示されている。第 2 章では，ハイレベルデータ
リンク制御手順の検証結果が示されている。制御手順の規格を分析し，その結果に基づいて，制御手順
を用いて通信を行う通信系を抽象的な順序機械とみなして，その代数的記述を作成し，この記述が矛盾
なくかっ不足なく書かれていることを示すと共に，伝送子順において成立すべきいくつかの重要な不変
式が実際に成立することを，代数的記述に基づき，構造的帰納法を用いて厳密に示している。これは，
伝送制御手順の記述と検証 iこ関して，代数的記述法とくに，抽象的順序機械としての表現法が如何に有
効であるかを示している。乙れらの成果は，プログラムの仕様記述と検証問題 i乙対する大きな貢献であ
り，博士論文として価値あるものと認める。
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